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カンガルーシップ活動 

共生プロジェクト 実施報告書 

 
報告日 平成27年３月13日 

 

主管学校名 愛媛大学附属高等学校 

ＰＴＡ会長名 大野 伸介 

                

実施概要 

主管校 愛媛大学附属高等学校 

交流校 愛媛大学教育学部附属特別支援学校 

実施活動名 みかんの家交流作業 

実施日時 平成27年２月11日(水) 10：00～13：00 

実施場所 愛媛大学教育学部附属特別支援学校の日常生活訓練棟「みかんの家」 

実施目的 

本校ＰＴＡ活動及び生徒のボランティア活動の一環として、愛媛大学の附属特別支援学校にある農園

の整備や果樹の剪定を、特別支援学校ＰＴＡならびに児童生徒と協力して行い、交流活動を通じて、特

別支援学校への理解や啓発を図るとともに、両校ＰＴＡ会員同士の親睦を深める。 

実施内容 

 竹林の手入れ 

 農園周囲の溝掘り 

 豚汁づくり 

実施方法 
 両校の保護者・教員・児童生徒を３つの班に分け、作業交流を行う。 

 作業終了後、慰労を兼ねて、全員で昼食をとりながら交流を深める。 

参加人数 

 本校ＰＴＡ会員および特別支援学校との交流を希望する本校生徒・教職員   計33名 

 特別支援学校ＰＴＡ会員・児童生徒・教職員                計78名 

 マイスター倶楽部代表                          計 ２名 

                                 参加者合計113名 

           

報告事項 

内容 

 10：00   「みかんの家」集合 対面式 作業分担 

 10：15～  作業交流（竹林の手入れ，農園周囲の溝掘り，豚汁づくり） 

 12：00～  昼食をとりながら交流 

 13：00   解散 

結果 

開会行事では、特別支援学校山上副校長，本校壽校長，本校大野ＰＴＡ会長，マイスター倶楽部平塚

代表より挨拶がありました。そのあと、竹林の手入れ，農園周囲の溝掘り，豚汁づくりの３つの作業に

ついて説明があり、それぞれに本校生徒と特別支援学校の生徒が分かれました。各分担場所で簡単に自

己紹介をしたあと、作業交流を開始しました。 

竹林の手入れでは、あらかじめ伐採しておいた竹や木の枝を払い落とし、払い落とした枝葉の運搬を

行いました。農園周囲の溝掘りでは、溝の落ち葉や土砂を畑に戻す作業を行いました。どちらも大変な

作業ではありましたが、両校の生徒同士が声をかけ合い、協力し合いながら作業しました。豚汁づくり

では、両校の生徒３名ずつが協力して、昼食会場の設営や豚汁づくり、昼食の運搬を行いました。 

作業交流が一段落したところで、「みかんの家」において昼食をとりながら交流しました。具だくさ

んの温かい豚汁を食べながら、心も体もほくほくになる交流となりました。 

 

 

作業グループ内で自己紹介をしています         協力して作業中 

 



2 [テキストの入力] 
 

 

声をかける本校生徒        竹の枝葉を流れ作業で運搬 

 

作業の中で楽しく交流        たくさんの具材を切っています 

 

       食事の準備ができるまで談笑中 

 

所感 

 交流会当日は雨が心配されましたが、予定どおりの日程で作業を行うことができました。 

本校生徒は、最初どのように話しかければよいのか戸惑っていた様子でした。特別支援学校の生徒の

方が積極的で、自分の消極的な面を反省している生徒がたくさんいました。しかし、昨年度に続き２回

目の参加となる生徒は、反省を活かし、積極的に交流できていました。昨年度の交流会で得た経験が、

今年度の活動で活かされており、この活動の意義を改めて実感することができました。 

一人でも多くの生徒に「共に生き、助け合い、支え合う」ことの大切さを気づかせるため、これから

もこの活動を続けていきたいと考えています。 

 
 

添付書類 レシート添付用紙，保護者・生徒の感想は別便で郵送させていただきます。 

 
 

 
















































